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１ 適切な運営のための体制整備

(1) 部活動の方針の策定等

ア 市町村教委は，スポーツ庁及び文化庁のガイドラインに則り，本方針を参

考に，「設置する学校に係る部活動の方針」を策定する。

イ 校長は，市町村教委の「設置する学校に係る部活動の方針」（県立学校に

おいては本方針）に則り，毎年度，「学校の部活動に係る活動方針」（以下「学

校の方針」という。）を策定する。

顧問は，年間の活動計画（活動日，休養日及び参加予定大会日程等）並び

に毎月の活動計画及び活動実績（活動日時・場所・休養日及び大会参加日等）

を作成し，校長に提出する。

ウ 校長は，学校の方針及び活動計画等を学校のホームページへの掲載等に

より公表する。

エ 市町村教委は，上記イに関し， 各学校において部活動の活動方針・計画

の策定等が効率的に行えるよう，簡素で活用しやすい様式の作成等を行う。

なお，このことについて，県教委は，必要に応じて市町村教委の支援を行う。

(2) 指導・運営に係る体制の構築

ア 校長は，生徒や教員の数，部活動指導員の配置状況を踏まえ，指導内容の

充実，生徒の安全の確保，教員の長時間勤務の解消等の観点から円滑に持

続可能な部活動を実施できるよう，適正な数の運動部及び文化部を設置する。

イ 県教委及び市町村教委は，各学校の生徒や教員の数，外部指導者の活用状

況や校務分担の実態等を踏まえ，部活動指導員の任用と学校への配置につい

て検討する。

なお，部活動指導員の任用・配置に当たっては，学校教育について理解し，

適切な指導を行うために，部活動の位置付け，教育的意義，生徒の発達の段

階に応じた科学的な指導，安全の確保や事故発生後の対応を適切に行うこと，

生徒の人格を傷つける言動や，体罰は，いかなる場合も許されないこと，服

務（校長の監督を受けることや生徒，保護者等の信頼を損ねるような行為の

禁止等）を遵守すること等に関し，任用前及び任用後の定期において研修を

行う。

ウ 校長は，顧問の決定に当たっては，校務全体の効率的・効果的な実施に鑑

み，教員の他の校務分掌や，部活動指導員の配置状況を勘案した上で行うな

ど，適切な校務分掌となるよう留意するとともに，学校全体としての適切な

指導，運営及び管理に係る体制の構築を図る。
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エ 校長は，年間・毎月の活動計画及び活動実績の確認等により，各部の活動

内容を把握し，生徒が安全にスポーツや文化芸術等の活動を行い，教員の

負担が過度とならないよう，持続可能な運営体制が整えられているか等につ

いて，適宜，指導・是正を行う。

オ 県教委及び市町村教委は，部活動の指導者を対象とする指導に係る知識

及び実技の質の向上並びに学校の管理職を対象とする部活動の適切な運営

に係る実効性の確保を図るための研修等の取組を行う。

カ 県教委，市町村教委及び校長は，教員の部活動への関与について，「学校に

おける働き方改革に関する緊急対策（平成29年12月26日文部科学大臣決定）」

及び「学校における働き方改革に関する緊急対策の策定並びに学校における

業務改善及び勤務時間管理等に係る取組の徹底について（平成30年２月９日

付け29文科初第1437号）」を踏まえ，法令に則り，業務改善及び勤務時間管

理等を行う。


